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｢陸奥 湾の浅海 養殖業 について｣

木 村 文 房

Ⅰ は じめに

癖進する日本経済にあって沿岸漁業は他産業との所得格差が拡大しつつある｡鞄廷湾におV,

ても水産資癌は減る一方で,1トン未満の零細漁家が多く農業,出稼ぎなどとの兼業が目立つ｡

こうV,う状況のなかで増蚕殖菜は注目され最近はたてがVl養殖が大量生産のル-ト的=のbつつ

ある｡隆興湾漁業VC占めるのD,かき.わかめ,ほたてがV,をど浅海養殖葉の生産額の割合は

壇だ少なVlが,なかには養殖勤 占める割合の大きい漁業蘭司組合があD葦者はのb養殖業で

は小湊を,はたてがh養殖業では奥内を畳んだ｡そ して陸奥湾の哉毎養殖業を歴史的発展過程

生産構造.小湊,奥内の調査によbその実藩を解明しようとした.

皿 陸奥湾の自然環境

陸奥湾は夏泊半島によって青森湾と野辺地湾とに分かれ.対島暖流の影響を受けている｡平

均の深さが36mぐらいで,底質はおよそ20mよD深いところが花か泥砂で.それよb漁ハ

所は砂もしくは砂海賀とほほ 2分されるO夏泊半島の西側は沈降海岸.東側は隆超海岸で小湊

の浅所のあたDqi干帝である｡陸奥湾内は外洋にくらべれば静かだが冬季間は北西の季節風,

5-6月は偏東風 (ヤマセ)が強く.波高2m以上が1年のうち50日以上,0.5-2mが

100日ぐらV'ある｡千滴差は60cmしかなくのb養殖地としては三河湾,有明湾のようを好

条件ではなho

Ⅰ.歴史的発展過程

小湊では大正時代把のb衰殖をやってVlたが,採取時期にあたる1-3月に雲天または降雪

の日が多くこれが ｢乾のD｣の製造に大き夜障害とをb放棄されていた｡終戦とともに大湊湾

が軍関係から開放され.ここにある広大を面勧 浅海の利用が着目されるに至D養殖の対象と

してかきとのDがあげられたO 昭和22年に芦崎湾に試鹸的に宮城県産種がきを移殖したのが

はじまDで当時陸奥湾の浅海養殖といえばかき養殖が唯一のものであった｡昭和31年のb養

殖が′｣､湊において乾県設備の導入 とともに着手されたQその後かき養殖は芦崎湾に自衛勤 i'設

置されてから漁場として使用できをく在ったことと水温が低ハために成長が遅れ,早 く市場に

出る広島産や宮城県との競争が不利であるをどのために現在ではほとんど姿を消した状況にあ

るO のD秦殖は漸次拡大され.昭和35年頃からわかめ養殖が研めて行なわれ.その後他県の

急速な車啓の伸びに刺鼓され 40年勇から主として湾内各地に普及為 浅海養殖業が陸奥湾漁
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某に占める割合は41年まで停滞 ぎみて しかも3多を越えることが夜くの9着殖が生産後の大

半であった042年VCは14.3虜と急激に伸び本格化 したはたてがい哀痛 (含渓苗)が大部分

を｡占めるようになった｡市町村別経営体薮をみると表 1のどとくであb,陸奥湾岸の各市町村

VC限られておD,のDのように停滞ぎみのや,最近に浸って威少したわかめがあるが総数では

増加 している｡はたてがい衰殖経営体の大きな伸びによるものである0

表 1. 市町村別浅海養殖業虐営体数 (1月 1日現在)

l ＼＼ Ell iの b 壷 殖 i丁 ~~~ーか き 蕃 殖 ∫ lIわか め衰殖 jJ隻たてがい採 l田 lはたてがい 蕃 殖 .

'名ヽ 昭和 42 4343]031 42号43:44ー l .42f43;44.42●I 43 44ー43 44

l青 森 市 9Il 5.. 5 i i I30l 7 1 l8ー124 63ー22 62l84ltOd一

平 内 町 ー50 ー39 ー45 li l 一〇一ー2tf22ー4ー423. tII 77I2521叫∫ 63ー84ー23244ちI 52244野辺地町l td ー9 !4 lt Ll II… 2Ifll lIl 圭11 1ー103l班む つ 市脇野沢村三宅や村今 別 町平 館 村蟹 田 町蓬 田 村横 浜 町川 内 町 ー3I-! 8ー 6Il 2J; 2 LtlllI

(農林省 青森統計調査事務所説べ)

表2. の b秦 殖 菓 (昭和 43養殖年度 1月1日現在)

漁 協 名 l経 営 体数 棚 数 iー経営捧当た9の補数 . T t経営面嶺i冷 凍 嘉剛
野 内 5 ー15棚 23 棚 4500m2-一丁 孟
小 湊 ー40 2680 ー9 464000 420

東 千 内 5 165 33 5500 40

野 辺 地 ー4 ー216 87 127000 434i

む つ 占 300 50 63700

脇 野 沢 ー 70 70 6550

(農林省 青森統計調査事務所調べ)
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Ⅳ の ♪養殖業

昭和36年には頗内25ヶ所で約6000反の養殖が行表われたが種苗.経験不足.波浪,

病害,指導体帯地)不備から39年以降は7ヶ所に威少したが網教はむしろ7000-8000

反とむしろ漸増したOのDは自然条件に敏感で生産枚雛 差が大きく,37年まではJlR謁忙ふ

えたが.38年からは停滞ぎみである.各地の経営体は表2のとおDで小湊,野辺地,むつが

主たる漁場であるO小湊は経営体で全体の82多を占めるが l経営体当Dの微 は 19棚と一

番少をho

1. 各地の問題

一般VC12-1月にヤマ七があD養殖施設に被害を与えている.病害としては碇藻付着.白

ぐされ,赤(tされが発生してVlる.野辺地は漁場に夜分余裕があD,43年tK:は種苗を版売で

きるまでになIDたが,やや水深があD,さらに波浪,泥土流入,カモの食害.野辺地港のしゅ

んせつ工事の土砂盛め立て予定地とのb養殖地がぶつかる夜どで養殖業者はふえていない｡む

つの芦崎湾は採箇適地であるが自衛勝基地の崖め立て.重油流出,海水流入.漁業者の老令化

などから養殖業者はむしろ液少している.

2.小湊漁業酪同組合の場合

昭和30牛乳 漁船漁業の不振から出稼ぎに行く人が多かった｡この頃岩手県の業者がここ

の海面を借bて養殖をはじめ組合員は帝倣 され,昭和31年から35年にかけて急激に発展し

たOのb貴殖が組合に占める割合は豊作の42軸 捻嫉売額の32多で第1位であったOのb

漁場面献 昭和40年の46400Qui2は 43年にな ってもかわ如まをVl.のD養殖のための区

画漁業権がふやせをい理由として他の漁業との連携がとれず,また白鳥保護のためこれ以上も

やせをVlのであるOこのように一定面鏡に経営体が集結されるのでl経営当たb(D平均棚数が

少なくなるOまた'J膚 のうちでも小規模な情層の経営体は技術水準が低く病害を拡大すること

もあるので組合のなかに規格審査委員会を設けて,成敵や晶質のよくないときには棚数を渡 ら

すことがある｡助披化で省力イヒ亡きるので出稼ぎを主にや っているところでは張込みや収穫期

の忙がしいときに夫が帰ってきて働ハている.大規旗夜経営体は41年頃からはたてがい養殖

やのDの浮き流し養殖をはじめて狭い湾内からの脱出をめざしているo種苗は他種網が年々増

加しているがその原因は低温と高緯度に位置するためVC太陽光感が弱く日原時間が短いので系

状体をそだてるのに難しいからである.他種網の購入先は福島県の松川浦が主でこの種苗の県

外依存ものD養殖不義の一因であるoさらに低温は収穫期を遅らせ.宮城県産ものか らみると

10-I5日遅れるO品質も寒いために勤 王細く劣るといわれている｡ これ らののDは県漁連

をとおして指定された宮城県の業者vc版売されてVlるO
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表3. ,J凄 漁業協同組合 の b養殖業の推移

簡引 三宝 ･種 苗 一 着 殖 網 数 生 産 I生 産 !のD預金 額 場 面

I3一首3323!3354 334 4l35150% 153 孤 153 1001∝)0 5011ロ〕11∝)認87 153千枚 90万円 Ⅱ124Q)α)

31 ll353)2 302 3m 558 447

323 6821311∞ 一一00 1100 939 509

324 9594535668ー3CO 13)0 1100 2330 1624

327 ー85 3265 3064 2刀2 2702152 3729 2237

3d307205 4767 4367 4003也7 70 443 24W

373]71976425496 429612⊃0ま)282万2 50281640 ー52〕 ー223 3〔汐〔心〕
38L3.9.311 184592 1 3乃51546 146 td9 40m 〕
306 164535戸721 44271294 6万 799 4〔沃)∞

(′1､湊漁業協同組合資料よb)

表4. はたてがい養殖業 (衰殖年度 1月1日現在)

経 営体 経 営 面 横 iはたてがい採苗業 収 穫 量

漁 業 地 区 142 43 42 43 43 43

蟹田誓晶 ー8 24 25.000Ⅱ㌔ 39.500Ⅱ㌔ 650万枚 晦ー8 24 42.000 131.000 5.790

蓬田誓晶 44 44 12.00064.00Cl 25.00064DOO 200 ●2.573

後 潟 誓晶 d2d2 8080 616.000 616.000 4269 55.800

青森 墓晶 1 2523 240.000 132.550100.400 380 1.350

野内 墓晶 173 78.400 373 600

平 内 誓晶 63 9947 463.000 463.000 5580 40.000

･｣､湊 墓晶 245 192004.000 2139 18.893

(農林省 青森統計調査事務所静や

Ⅴ 性たてがい葦殖業

青森県のはたてがいは陸奥湾に成られ.その漁獲高和ま著 しい変動があD,数年ないし10

数年おきに湾中央部の特定水成で異常発生した穐且を移殖することによってその後 2-3年間

のみ生産が維持されるのであるOほたてがい漁業の安定をはかるには毎年椎且を樽て漁場に放
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流することが重要でこの目的で昭和26年頃から稚月の自然海城における採首事巣が開始され

た｡採苗した1cm程度の椎貝をかどvC入れて 12月頃まで中間育成 し穀長が3(皿前後の抵抗力

のつLJlた俊に漁場に放流されているOこれが地播き放流である｡また昭和40年動 ､ら偲たて

がいの准且をかこに入れて成且に壇で育てるかど垂下蓑殖の試験が開始され.徐々に改善が加

えられているOはたてがい養殖業経営体数は表4のとおDで2倍近く増加しておb43年に採

首と幸殖業をあわせ長政では後海地区と平内地区の2地区で全体の67啓を占めている｡蟹田

蓬田,後潟地区では採夢から養殖まで一貫して行なっている.平内瑚亘では36戸のほたてが

い採首経営体が増加した｡ これらはわかめ養殖集から転換した経営体でわかめに魅力がうすれ

操業に失敗がなく他垂業と両立でき,平均して収入を得ることを理由にしているOかど養殖さ

れたはたてがhは鼻柱が大きく良賓なので高くうれるし,自然繁殖や地播き放流ものが禁漁期

vcをっているときに販売できるという利点があるo この禁漁期の廃止をめぐって養殖側とそう

でない側とで対立がみられる｡昭和43年 (養殖年産)の1月 1日現在の養殖はたてがいの収

穫量は昭和36年か ら42年までの漁獲量のlケ年平均813トンの約15帝,不漁であった

39年の60帝にあたる｡かど保有規模は各漁業協同組合.組合内によってまちTgちである｡

後港地区と平内地夏がはたてカ礼ハ養殖の2大中心地で収穫量もこの2地区で76.8多を占める｡

奥内漁蕗は蕃殖者政は少ないが 1.人当たDの糞殖規模が湾内でとびぬけて大きく後潟地区の大

半を占めるO平内地区は菌浜を除いて西平内第1J,茂浦漁髄とも衰殖者数が多く組合員の51飾

80多に及ぶ0

1. 奥内漁業協同組合の場合

玉ねぎの袋に杉の葉をいれて卵

か ら椎貝にする方法をここの組合

月が考案してから大きく発展し.

現在では商巧で一番充実しておb

採首か ら養殖まで一貫して行ない

水揚げ金額の90多玖上を占め,

43年には定置網の不振から18

戸の経営体が増加したo最近では

穐且を三陸地方や気仙沼に出荷し

ているo奥内漁協のはたてがい養

殖のための区画漁業権はこれ玖上

ふやせない限度にあD,養殖上の

きま少がある｡今年はじめて養殖

～ o,リネ殖
頓 l計1山本痕
琶コはf_lihtい允瀬 税

)軸
浪喋汁貿叫lン

□ 槻 l柵 U兄)可能及壕 -1帝手打心tlt軒†i.5..抗詣;I

図1. 増養殖業の現況
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をはじめる人を地元では1年生と呼び渓苗施設を 1台しか設置でき夜ho 2年生は3台 , 3年

生は5台, 4年生は 7台まででこれ以上は何年たってもふやせ夜ho以前は4年生が 8台であ

ったが,その後養殖考が増加したので施設数を洩らして新規加入者を受け入れているわけであ

るoはたてがい養殖は且をそうじしたD.大きさをそろえたDで一年中忙がしく,規模を大き

くすると出濠ぎなど兼業がむずかしく夜9,4年生では5-6人雇うほどであるoまた施設費

が 1年生で30万円以上,成且に怠るまで2-3年期間が必要夜ので組合で資金や資材を貸 し

てくれるものの経済的に余裕の竜山組合員は容易に衰殖をはじめることができ夜ho

そ(I)ほか陸奥湾のわかめ養殖業は波浪のため施設真がかかi)宮古湾とくらべた場合には2倍

くらいで経営体の浸かにはこんぷ養殖やはたてがい養殖への転換がみられるQ

表5. かご保有規模別はたてがい養殖者数 (昭和 44年3月15日現在)

騒 地区名 1漁 協 名 ー∞個未満 I一oo-セ99 3α}～499'5(刀-タ99i1∝氾臥上 J 計 l

l川 内 川 内 町 I7 1 15 12 ー

む つ む つ 市 2 1 5

東 浜 横 浜 町 1 1

野 辺 地 野 辺 地町 2 2

東 千 内 1 8

小 湊 -; 小 湊 9 1 489 261311 23

LI東 悶 沢西平内第1 63 425 1089

平 内 ｣ 茂 浦 75 100

西 浜 5 ー 5334 20

野 内 i久 栗 坂 1 ー 1 3

野 内 ー7-54 2 3

t育 . 蘇 -:● LT.後 潟 寸I 原 別造 道青 森 市芸 ,?奥 内後 潟新 生 1 137 101427 3 ー11ー0204533

蓬 田 蓬 田 村 1 55

～蟹 田 it 蟹 田 町 16 20

壁田町宗一 1 13 6

(げ 館 !i L 磯 山船 岡野 田今津 25 と､▲ 9 2414

(青森県庁 漁政課資料エb)
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lV 結 論

陸奥湾の浅海衰殖業はその発展過程も単調ではをく自然的条件.社会,経済体制 に対応し夜

がら発達している.のb義癌としての陸奥湾は低温による成長.出荷の遅れと,岩手.宮城と

V>った斎争相手.さらに市場が遠く不利である.はたてがV>養殖は施設費.人件勤 ミ多額で沿

岸漁民にとっては大きな負担であるが.他の主産地である北海道よD市場に近く有利でこれか

らは販売体制の確立が必要であろう｡奥内漁協は定置勅 不振の挽回のため,また地播き放泳

するには漁業権が海岸適2700mとせまく,さらに底質がほたてがhKとってよくをい泥質で

書となるヒトデも多V>ことからかど垂不妻殖を行をIDているo早 くから研究して技術水準の高

さが中心地としての地位を築いたものであろう｡夏泊半島の西側の平内地区は沈降海岸による

波浪の少をさが,施設の馨量化,大型化と夜D施設費を安くでき,わかめ萄軌 はたてがV>養

殖業がさかんであるO陸奥湾全体としては施設費がかかD ,また水温,日照時間夜どから成長

が連れる享軌点があi),一般に養殖に対する生括依存度は極めて小である｡陸奥湾によb適した

養殖業ということでほたてがい養殖業が発展しつつあるが.依然として地播き放流にたよる傾

向がみられる.こういうなかにあってのb養殖業とはたてがい養殖業の中心地ともいえる′｣＼湊

奥内の各魚島は区画漁業権が限度の状況にあb垂殖面嶺をふやせず,新規経営体のためにその

対策として 1経営体当たDの経営規模を利根した D ,疎らしている.陸央湾の浅海養殖業は自

然的条件が悪く零細漁民が多いので,それ相応の養殖方法や技術の改善が望まれるOと同時に

各漁業協同組合VCよって自然的条件や漁業権などの社会的条件に大きを違いがみられるのでそ
ノヽ■

れら個々の組合の事情を考慮する必要があるo
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